
介護保険制度において、これまで訪問サービスや短期入所サービス等における歯科医療機関との連携に対する明確な評価はなされ

てこなかった。そのため、在宅で療養する高齢者に対する適切な口腔ケアの提供体制は、必ずしも十分とはいえない状況であった。 

こうした中、2024年度の介護報酬改定において、新たに「口腔連携強化加算」が創設された。この加算は、事業所と歯科医療機関

との連携体制を整備・強化することにより、利用者の口腔衛生状態の維持・改善を図ることを目的としている。特に、在宅療養高齢

者の口腔の健康支援において、新たな連携の枠組みとして注目されている。 

本研究は、制度導入初期段階における探索的・記述的研究として、訪問看護事業所における「口腔連携強化加算」の導入・活用の

実態およびその課題を把握することを目的とする。具体的には、加算取得の有無、連携する歯科医療機関の有無、連携内容、導入に

おける課題、職員の意識などを調査・分析し、在宅における今後のより良い口腔ケア提供体制の構築に資する基礎資料を得ることを

目的とする。 

受 付 番 号 202505 

許 可 番 号 大歯医倫 第 111434 号 

研究課題名 訪問看護事業所における「口腔連携強化加算」導入の実態と課題に関する調査研究 

研究責任者 野口 宣人 申 請 者 野口 宣人 

研究終了日 2027年 3月 31日 

所 属 看護学部 地域・在宅看護学領域 所 属 看護学部 地域・在宅看護学領域 

職 名 准教授 職 名 准教授 

申請の概要 


